
令和 5年 9月 1日

〒6100331京 田辺市田辺北里 29番地

TEL 0774-63-2912  FAX 0774-26-9683
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参クました

まだまだ残暑が厳しい中にもほんの少し朝夕の爽やかな風に触
れると、微かに秋の気配を感 じます。観測史上初と言われるほど
の記録的な猛暑も少しずつ落ち着きを見せ、日中の暑さは残るも
のの、静かに時の流れと共に季節は移ろい、天高くどこまでも澄
んだ空や満天
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訪れが
待ち遠しい今日この頃です。

お盆が終わつたと思 う間もなくお彼岸がやって参 ります。皆様方にはお仏壇やお墓参
りでお掌を合わされる機会が多くなると思いますが、今回は最も基本的なお作法の一つ

である合掌についてお話しさせていただきます。

合掌とは古来よリインドで行われてきた相手を敬 う気持ちを表す作法で、
仏教ではこれをうけて仏さまやご先祖さまを礼拝するときに用いています。

まず、胸の前で指を揃え、両手のひらをぴつたりと合わせます。45度 の

角度で斜めに保ちます。これを「堅実心合掌」といいます。

合掌したときの指一本一本はそれぞれ一つの心、「一心」とい うことをあ
らわしています。十本の指で私たちの心の中には十の世界があることにな

り、それを「一心十界」 と申します。その心の中の十の世界 とい うのは、

①地獄界②餓鬼界③畜生界④修羅界⑤人間界⑥天上界⑦声聞界③縁覚界⑨菩薩⑩佛界で、
地獄界から最高の佛界まで、誰もが′いの中に持っています。お経にも「同じ水を飲んで

も牛はそれを乳にし、蛇はそれを毒にするJと い う訓えもありますが、心がけ次第で私
たちは地獄にも落ちるし佛になることもできる、つまり十本の指は 「一′い十界」を象徴
しており、その心を一つに合せるとい うのが合掌の意味だと説かれています。

問もなくお彼岸がやつて参 ります。御家族お揃いでお寺に参詣 し、お

墓参 りをされる方も多いと思いますが、御

`を敬 う気持ちで御供養をされるとともに、今

充実した毎 日をお送 りいただければと思いま

【朝顔σ摯寄維■いオオ1青 ま :プ た】
今年の十 日盆では例年 田辺朗寿会様のご厚意で

開催いただいていま した 「朝顔展」があま りの

暑 さのために花の育ちが悪 く、やむな く中止 とな

りま したが、下村新一氏 より連 日のように朝顔の

鉢植 えの力作を御寄進いただきま した。

お寺にお越 しいただいた方か らは、「立派に咲い

て、きれいですね !」 とお声かけいただき、夏 ら

ました。誠に有 り難 う御座いました。

しい爽やかさを楽 しませていただき

裏 面 に 続 く



【日課 称 名 念 仏 の お 勧 め 】

浄土宗の最も大切な実践行であ ります

日課念仏を今も多くの方々に続けていた

だき、大変有 り難 く存 じます。また、 日

課念仏記録表には非常に凝った工夫をさ

れている方が多 く、 日常生活の中に溶け

込ませて楽しみながら続けていただいて

いる様子が伺え、感謝申し上げます。
お念仏の実践は仏壇の前だけでなく、 どんなシーンでも構いません。是非、 日課念仏

を習慣 に してみ られてはいかがで しょうか。宜 しくお願い申し上げます。

【お彼 岸 の 日程 につ いて 】
下記の日程で、秋の彼岸会を厳修いたします。別紙プリントをご覧いただき、皆様お

誘い合わせの上、お参りくださいますよう、御案内申し上げます。
中日法要では春彼岸は法話、秋彼岸は様々なイベントを企画しておりますが、今回は

コーラスグループ京ゆきりんの皆様をお迎えし、楽しいコンサー トを企画しております。
別紙プリントをご覧いただき、皆様お誘い合わせの上、お参りくださいますよう御案内
申し上げます。

なお、皆様方からいただきました御回向は彼岸の

期間中、毎 日御回向させていただきます。
・ 20日 (水)彼 岸の入 り 施主別彼岸回向

23日 (土)中 日法 要

午後 1時   法 要

休 憩

法 話   副住職

お彼岸 コンサー ト

～京 ゆき りんの皆様 を迎 えて～

終了予定

田辺 。一休 ヶ丘戦没者慰霊法要

彼岸結願   施主別彼岸 回向

(右の写真は春彼岸中日法要の様子です)

【院号料御寄進 のお知 らせ】
中河静江氏より中河清四郎氏の御逝去に際し、院号 lll器什物)料の御寄進をいただきまし

た。中河清四郎氏はお寺の庭木の剪定や京都府知事賞に輝かれた菊を寄進いただくなど、
何かとお世話になりました。誠に有 り難 うございました

。院号 (I181「m)料 金 35万円 為 教 善 院 繹 浄 清 菩 提  (故 中河清四郎 氏 )

施 主 中 河 静 江 氏

【永 代 祠 堂金 御 寄進 の お知 らせ 】
北り|1清隆氏より故北川なつ子氏の三回忌法要をお勤めいただいた折、永代祠堂の御寄

進をいただきました。北メ||なつ子氏は永年にわたり尼講会員として何かと寺門興隆にお力
添えいただきました。今後、施餓鬼法要にて永代供養を勤めさせていただきます。誠に
有 り難 うございました。

・永代祠堂料 金 50万円 為 明浄院進誉専精夏信大姉菩提 (故 Jり ||な つ子 氏 )

施 主  北 川 清 隆 氏

1時45分

午後 2時

午後 3時
午後 5時

。26日 (火 )
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